注記（事業別財務諸表：河川砂防事業）
１．追加情報
（１）固定資産の減損の状況
（行政財産）
減損を認識したもの
	用途
	種類
	場所
	減損前の帳簿価額（円）
	減損に至った経緯
	減損損失額（円）
	減損後の帳簿価額（円）
	減損損失額の算出方法の概要
	複数の固定資産を一体として行政サービスを提供するものと認めた理由

	
	
	
	
	
	
	
	帳簿価額と比較する正味売却価額・使用価値相当額の別とその算出方法
	摘要
	

	安威川ダム建設事務所
	※建物
	茨木市東太田３丁目
	21,557,492 
	使用終了（売却済）
	0 
	21,557,492 
	正味売却価額（公有財産台帳上で把握している現在価額を採用）
	正味売却価額が帳簿価額を上回っているため減損損失額は０
	―


※安威川ダム建設事務所については、昨年度「土地」について減損の兆候に係る注記として記載していましたが、取得価額の入力誤りによる修正を行ったことにより減損対象外財産となったためＨ24年度の報告において注記の記載から外れました。ただし、「建物」については、取得価額の修正を行ったことにより減損対象財産となったため注記として記載しました。
（２）その他財務諸表の内容を理解するために必要と認められる事項
　①事業の概要
大雨等による洪水や土砂災害の被害を防止するため、治水施設・土砂災害防止施設の保全・整備を行うとともに防災情報の発信を行っています。また、親しみやすい河川空間を構築するため水辺の環境整備を行っています。
②当該事業に関し説明すべき固有の事項
○狭山池博物館の取り扱い
狭山池の「平成の大改修」に伴う埋蔵文化財調査で発掘された土木遺産を保存、展示し、後世にわかりやすく親しみやすく紹介し、府民の文化的向上を図るための施設「狭山池博物館」を管理運営しています。
平成2４年度は河川砂防事業に包含していますが、平成２５年度から分離して「狭山池博物館管理運営事業」を作成する予定です。
○その他特別収入には、固定資産の価額修正（資産の登録漏れ等）に伴う過年度修正益（5,215百万円）が
含まれています。
○その他特別費用には、固定資産の価額修正（システム誤入力等）に伴う過年度修正損（15,280百万円）が
含まれています。
